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津山文化センター耐震補強及び大規模改修事業に係るアドバイザリー業務委託 

に係る公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 目的 

現在，津山市（以下「当市」という。）では，建築から５０年が経過した津山文化セ

ンター（以下「本施設」という）の耐震補強及び大規模改修を計画している。 

芸術文化拠点施設である本施設は，当市のシンボル的な存在でもあり，国内外から

も評価の高いこの近代建築物を守り未来に継承していくため，目標耐用年数８０年を

めざして，施設・設備の整備を行う予定である。この指針として，平成２８年７月に

「津山文化センター整備方針」を策定し，この整備方針に基づき，機能性・安全性を

向上させ，建物の耐震化と長寿命化を図りながら，整備に取り組むこととしている。 

本要領は，上記の施設整備の目的を踏まえて行う津山文化センター耐震補強及び大

規模改修事業に係るアドバイザリー業務を委託する事業者を選定するにあたり，公募

型プロポーザルの実施方法等，必要な事項を定める。 

 

２ 業務の概要 

（１） 業務名称 

津山文化センター耐震補強及び大規模改修事業に係るアドバイザリー業務委託 

 

（２） 業務内容  

以下の業務を行うものとする。 

① 基本計画策定支援業務 

② 基本設計業務 

③ 事業手法検討業務 

④ 事業者募集選定アドバイザリー業務 

※詳細は，津山文化センター耐震補強及び大規模改修事業に係るアドバイザリー 

業務委託業務仕様書（以下，「業務仕様書」という。）を参照。 

 

（３） 履行期間  

契約締結の日から平成３０年２月２８日まで 

 

３ 提案上限額 

￥５７，９００，０００円（消費税額及び地方消費税額を含む。） 

※業務完了後，一括して支払います。 

 

４ 実施形式 

 公募型プロポーザル 
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５ スケジュール 

平成２８年 ９月２９日（木） 公募開始（ホームページ及び公告板） 

平成２８年１０月 ５日（水） 質問書提出期限 

平成２８年１０月 ７日（金） 質問回答予定 

平成２８年１０月１２日（水） 参加申込書等の提出期限 

平成２８年１０月１４日（金） 参加資格審査決定通知 

平成２８年１０月２７日（木） 企画提案書等の提出期限 

平成２８年１０月３１日（月） 第１次審査（書類審査） 

平成２８年１１月１５日（火） 第２次審査（プレゼンテーション審査） 

平成２８年１１月下旬     結果通知 

 

６ 参加資格 

    本プロポーザルに参加できる者（提案者となろうとする者）は，次に掲げる要件を 

満たすこと。 

(1) 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項に規定する

者に該当しないこと。 

(2) 津山市建設工事等請負契約に係る指名停止等措置要綱（平成２５年津山市告示第

８５号）に基づく指名停止措置（指名保留を含む。）を受けていないこと。 

(3)  会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立て又は民

事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てがなされて

いないこと。 

(4)  津山市暴力団排除条例（平成２３年津山市条例第２１号）第２条第１号に規定す

る暴力団，同条第２号に規定する暴力団員及び同上第３号に規定する暴力団員等

（以下「暴力団員等」という。）でないこと。また暴力団員等と社会的に非難され

るべき関係を有していないこと。 

(5)  国税及び津山市税を滞納している者でないこと。 

(6)  岡山県内に本社，または支社，事務所等（ただし，契約権限があるものに限る）

を有すること。 

(7)  平成２８年度の津山市指名業者（工事・コンサル・物品・役務）に登録されてお

り，かつ一級建築士事務所登録があること。 

(8) 公共施設の新築・改修のコンサルタント業務（アドバイザリー業務を含む）を公

共団体から受注した実績が有ること。 

(9) 本業務の実施にあたり，文化課及び建築住宅課と設計方針等について十分な協議

ができること。 

  ※上記の基準日は公募を始めた日（平成２８年９月２９日（木））とする。   
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７ 参加申込書に関する事項 

（１） 参加申込書の提出書類 

本プロポーザルへの参加を希望する者は，本実施要領，業務仕様書及び津山市契

約規則，他の関係諸法令を理解・遵守の上で，下記書類を各 1 部ずつ提出するこ

と。 

ア 参加申込書兼誓約書（様式第 1号） 

イ 営業実績書（様式第２号） 

ウ 一級建築士事務所登録を証明する書類の写し 

 

（２） 参加申込書の提出期限 

平成２８年１０月１２日（水）１７時まで（必着） 

 

（３） 参加申込書の提出方法 

持参または郵送（書留又は簡易書留）の方法によること。なお，期限を過ぎて到

着，持参したものについては受付しない。 

直接持参の場合，受付時間は土日，祝祭日を除く８時３０分から１７時までの間

とする。なお，FAX並びに電子メールでの提出は認めない。 

 

（４）提出場所 津山市教育委員会生涯学習部文化課文化振興係  

〒７０８－８５０１ 

岡山県津山市山北５２０番地（津山市役所東庁舎３階） 

電 話 ０８６８－３２－２１２１ 

 

（５）参加資格の審査及び通知 

提出された書類により参加資格の審査を行う。 

津山市から選定された者に，参加資格審査決定通知書を FAXにて通知する。 

なお，津山市から FAX着信確認電話をするものとする。 

通知日は，平成２８年１０月１４日（金）を予定する。 

 

８ 質問に関する事項 

（１）質問書の提出書類 

本業務に関し質問がある場合には，質問様式（様式第３号）により提出すること。 

 

（２）質問書の提出方法 

FAXにて事務局宛に提出期間内に提出すること。 

なお，FAX送付後に電話で到着確認を必ず行うこと。 

また，電話等口頭では受け付けない。 
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（３）質問の送付先 

津山市教育委員会生涯学習部文化課文化振興係 

 ＦＡＸ ０８６８－３２－２１４７ 

 

（４）質問書の提出期限 

平成２８年１０月５日（水）１７時まで（必着） 

 

（５）質問に対する回答方法 

各者が提出された質問に対して全ての回答を，市のホームページで回答する。 

回答日は平成２８年１０月７日（金）を予定とする。 

 

９ 企画提案書提出期限及び作成方法 

（１） 提出期限 平成２８年１０月２７日（木）１７時まで（必着） 

 

（２） 提出方法 持参又は郵送（書留又は簡易書留）の方法によること。 

なお，期限を過ぎて到着，持参したものについては受付しない。 

 

（３） 提出場所 〒７０８－８５０１ 

         岡山県津山市山北５２０番地（津山市役所東庁舎３階） 

         津山市教育委員会生涯学習部文化課文化振興係 

         電 話  ０８６８－３２－２１２１ 

                 ＦＡＸ  ０８６８－３２－２１４７ 

 

（４） 作成方法 提出部数は，正１部，副７部とし，Ａ４版フラットファイルに綴じて提 

出すること。なお，副本には会社名の表記はしないこと。 

（ア） 企画提案応募申請書（様式第４号）  

（イ） 企業の概要（様式第５号） 

（ウ） 業務実績調書（様式第６号） 

（エ） 業務の実施体制（様式第７号） 

（オ） 監理技術者の実績（様式第８号） 

（カ） 担当技術者の実績（様式第９号） 

（キ） 企画提案書（様式は任意。ページ数は問わない。） 

（ク） 業務工程表（様式は任意。ページ数は問わない。） 

（ケ） 見積書（様式第１０号）及び内訳明細書（様式は任意。項目は業務仕様 

書に沿って作成のこと。） 
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１０ 書類審査とプレゼンテーション審査に関する事項 

本プロポーザルの審査は，以下のとおり行う。 

（１）第１次審査（書類審査） 

第１次審査は，事務局で行う書類審査とする。提出された提案書類等を基に審査 

し，第２次審査に進む５者程度を選定する。 

ただし、評価点が一定水準（60％）以上であることを最低基準点とし、最低基準 

点を満たさない提案者は選定の対象としない。 

なお，複数の提案者の評価点が同点の場合には，見積額の安価な提案者を上位と 

する。 

対象者には，結果及びプレゼンテーション実施について書面で通知する。第２次 

審査の対象とならなかった者に対しては，結果を書面で通知する。 

 

（２）第２次審査（プレゼンテーション等による最終審査） 

第１次審査により選考された者に対して，企画提案についてプレゼンテーション 

等を実施し，「審査基準」に基づき審査し，最優秀提案者を特定する。 

    第２次審査において最優秀者の評点が同点の場合は，見積額の安価な事業者を上

位とする。 

 

１１ 審査基準及び配点 

  本プロポーザルは別紙の審査基準に基づき審査する。 

 

１２ 審査結果 

第２次審査の結果については，以下のとおり第２次審査を受けた者に対して通知する。 

（１）通知方法  第２次審査の結果は書面により通知する。 

 （２）発送予定日 平成２８年１１月１８日（金） 

なお，候補者として決定されなかった者が，その説明を求めることのできる期間は， 

通知を受けてから７日以内とする。 

 

１３ 契約 

  最優秀提案者と，随意契約に係る協議を行い，協議が整い次第，速やかに随意契約の 

 手続きを行う。なお，随意契約に係る協議により，最優秀提案者と契約ができない場合 

は，次点者と随意契約について協議するものとする。 

 

１４ 情報公開 

  第２次審査の結果については，津山市ホームページ上で公開する。公開する内容は以 

下のとおりとする。 
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（１）最優秀提案者名（最優秀提案者以外の者は仮名で公表する） 

（２）評価順位及び点数 

 （３）見積金額 

   なお，企画提案者から提出された企画提案書については，津山市情報公開条例第７ 

  条第３号の規定（開示することにより，当該法人等又は当該個人の競争上の地位，財 

  産権その他正当な利益を害する恐れがあるもの）に基づき開示しないものとする。 

 

１５ 提出書類の取り扱い 

 （１）提出されたすべての書類は，返却しない。 

 （２）提出後の書類の差し替え及び追加・削除は認めない。 

 （３）提出された書類は，本プロポーザルに係る審査以外には使用しない。 

 （４）市が審査等にあたり必要と認める場合は，追加資料を求めることがある。 

 （５）企画提案書の提出は１者につき１案とする。 

 

１６ その他 

 （１）費用負担 

書類作成及び提出に係る費用等の必要経費は，すべて提出者の負担とする。 

 （２）参加辞退 

      参加申込後又は企画提案書の提出後，参加を辞退する場合は，速やかに書面（任 

意様式）により，辞退の旨を提出すること。 

 （３）失格事項 

     次のいずれかに該当する場合は，失格とする。 

    ア 参加資格要件を満たしていない場合 

    イ 提出書類に虚偽の記載があった場合 

    ウ 実施要領等で示された，提出期日，提出場所，提出方法，書類作成の留意事 

       項等の条件に適合しない書類の提出があった場合 

    エ 選定結果に影響を与えるような不誠実な行為があった場合 

    オ プレゼンテーションを欠席した場合 

    カ 見積上限額を超えた見積の場合 

    キ 審査基準で設定する，最低基準を下回った場合 

 （４）著作権等の権利 

      企画提案書等の著作権は，当該企画提案書等を作成した者に帰属するものとす 

る。 

      ただし，受託先に選定された者が作成した企画提案書等の書類については，市 

が必要とする場合は，あらかじめ受託先に通知することにより，その一部又は全 

部を無償で使用（複製，転記又は複写という。）することができるものとする。 
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（５）異議申立 

参加申込者は，本プロポーザルの実施後，不知又は内容の不明を理由として，異 

議を申し立てることはできない。 

 

 

１７ 問い合わせ先 

  〒７０８－８５０１ 

岡山県津山市山北５２０番地（津山市役所東庁舎３階） 

津山市教育委員会生涯学習部文化課文化振興係 

電 話 ０８６８－３２－２１２１（直通番号） 

ＦＡＸ ０８６８－３２－２１４７ 

E-mail bunka@city.tsuyama.okayama.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:bunka@city.tsuyama.okayama.jp
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審査基準 

Ⅰ．審査項目及び配点 

 第 1次審査、第 2次審査の評価項目，配点は【表１】のとおりとする。 

※上表の第 1 次，2 次審査により採点を行い，合計１００点満点とする。最優秀提案者の選定に

あたり、一定水準（６０％）以上の評価点を獲得できる提案者がいない場合は選定を行わない。 

 

【表１】   

評価項目  配点 

第
１
次
審
査 

事業者の

遂行能力 

(1)企業の経営

状態 

①事業者の経営状況はどうか。 ３ 

１０ ②従業員数はどうか ３ 

③資格者数はどうか。 ４ 

(2)企業の能力 
①企業の同種及び類似業務の実績数はどうか ５ 

１０ 
②企業の同種及び類似業務の実績内容はどうか ５ 

(3)監理技術者

の能力 
①監理技術者の同種及び類似業務の実績はどうか １０ 

(4)担当技術者

の能力 

①担当技術者の財務業務の実績はどうか ５ 

②担当技術者の技術業務の実績はどうか ５ 

③担当技術者の法務業務の実績はどうか ５ 

第
２
次
審
査 

提案内容

とプレゼ

ン内容 

(5)業務計画 
①適切に遂行できる業務計画か。 ３ 

５ 
②業務の内容は十分理解されているか。 ２ 

(6)業務体制 

①業務分担構成，配置，実施体制の人員数は問題な

いか。 
５ 

１０ 
②監理技術者・担当技術者の同種及び類似業務の実

績内容はどうか。また，十分な経験はあるか。 
５ 

(7)提案内容 

①業務全般の実施方針，実施手法は的確かどうか。 １０ 

２０ ②提案の実現性について，理論的に裏付けられてお

り説得力のある提案となっているか。 
１０ 

(8)ヒアリング 

①業務への取組姿勢はどうか。 ３ 

１０ 

②コミュニケーション能力はどうか。 ２ 

③解り易く，論理的で説得力のある説明がなされた

か。 
３ 

④質疑応答において臨機応変の対応がなされたか。 ２ 

(9)見積価格 １０ 

合    計  １００ 
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Ⅱ．各評価項目の評価方法について 

１．第 1 次審査(1)～(4)の評価基準は【表２】による。 

 

【表２】   

評価項目 評価基準 配点 

(1)企業の経営状 

態 

①事業者の経営状況はどうか。（様式第 2号） 

・実績高 100億以上      ＝評価点：3点 

・実績高 50 億以上 100億未満 ＝評価点：2 点 

・実績高 50 億未満      ＝評価点：1 点 

３ 

１０ 

②従業員数はどうか。（様式第 2、5号） 

・1000人以上       ＝評価点：3 点 

・500 人以上 1000人未満 ＝評価点：2 点 

・500 人未満       ＝評価点：1 点 

３ 

③資格者数はどうか。（様式第 5号） 

○有資格者のうち、建築関係（一級建築士、建築設備士等）の資格

者数 

・20人以上＝評価点：4点  ・15 人～19人＝評価点：3 点 

・10人～14 人＝評価点：2点  ・10人未満＝評価点：1点 

４ 

(2)企業の能力 

①企業の同種及び類似業務の実績数はどうか（様式第 6 号） 

○公共施設の新築・改修のコンサルタント業務（アドバイザリー業

務を含む）の実績件数 

・9件以上＝評価点：5点  ・7件～8件＝評価点：4点 

・5件～6件＝評価点：3点  ・3件～4件＝評価点：2 点 

・1件～2件＝評価点：1点 

５ 

１０ 

②企業の同種及び類似業務の実績内容はどうか（様式第 6号） 

○新築・改修のコンサルタント業務（アドバイザリー業務を含む）

の実績内容 

・下記（※1）の同種・類似の公共施設の新築・改修のコンサルタン

ト業務（アドバイザリー業務を含む）1 件以上 

＝評価点：5 点 

・下記（※1）の同種・類似の公共施設以外の新築・改修のコンサル

タント業務（アドバイザリー業務を含む）1件以上 

＝評価点：3 点 

※1 施設の同種・類似については、平成 21 年 1 月 7 日国土交通省

告示第十五号別添二において示される建築物の類型・建築物の用

途等により、「十二 文化・交流・公益施設」の第 2類に含まれる

施設とする。 

５ 
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(3)監理技術者の

能力 

①監理技術者の同種及び類似業務の実績はどうか（様式第 8号） 

○公共施設の新築・改修のコンサルタント業務（アドバイザリー業

務を含む）の実績 

・1件につき、評価点を 1点加算し、10件以上は評価点を 10点とす

る。 

１０ 

(4)担当技術者の

能力 

①担当技術者の財務業務の実績はどうか（様式第 9号） 

・1件につき、評価点を 1点加算し、5件以上は評価点を 5点とする。 
５ 

②担当技術者の技術業務の実績はどうか（様式第 9号） 

・1件につき、評価点を 1点加算し、5件以上は評価点を 5点とする。 
５ 

③担当技術者の法務業務の実績はどうか（様式第 9号） 

・1件につき、評価点を 1点加算し、5件以上は評価点を 5点とする。 
５ 

 

２．第２次審査(5)～(8)の評価については【表３】に基づき評価を行い，【算出方法(5)～(8)】

の計算式により評価点を算出する。 

【表３】  

評価点 判断基準 

５点 とても優れている。 

４点 優れている。 

３点 普通 

２点 やや劣る。 

１点 劣る。 

 

【算出方法(5)～(8)】 

「評価点」＝評価委員の評価点の和 ÷ 評価委員数 ÷ ５ × 各配点 

※上記計算を各項目でそれぞれ算出し，集計後に小数点以下第 2位を四捨五入する。 

 

３．第２次審査(9)の評価については，【算出方法(9)】の計算式により評価点を算出する。 

 

【算出方法(9)】 

「評価点」＝(１－提案見積額 ÷ 提案上限額) × １００ ＋ ２ 

※小数点以下を四捨五入する。また、10点を上限，2点を下限とし，表示価格の 90％で満点となる。 

※見積価格については，必要に応じて価格調査を行う。 

 


